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とされている。経済成長が続くバングラデシュの首都ダッカ市は、現在人口が約 1600 万人、2020 年には
約 2000 万人に到達すると予測されている。ダッカ市を中心とする都市化、工業化、そして農村部からダ
ッカ市への人口流入は、抑制困難な人口増加をもたらすとともに大量の廃棄物を発生させている。現在、
ダッカ市の廃棄物発生量は約 0.38～0.40 kg/人/日であり、総廃棄物発生量は約 6000～7000 t/日に達してい





















較行列と ArcGIS®による GIS 空間分析によって、5 つのレベル (最も適切、より適切、適切、より適切で
ない、適切でない) に分類され、さらに加重一次結合 (WLC) と階層分析法 (AHP) を用いて分析された。 
 著者は、ダッカ市北部の Zone 2 において、1 つの最も適切な場所、6 つのより適切な場所、3 つの適切
な場所のそれぞれが、バイオガスプラントの建設が可能なことを指摘した。さらに、エネルギー生産の潜
在力に関して、Zone 2 での 1 人当たりの有機廃棄物量と人口増加にもとづいて計算を行った結果、有機廃
棄物から得られるメタン (CH4) によって、2015 年から 2025 年までのエネルギー潜在量が、年間を通じて
約 26～40 MW の発電となる可能性を示した。一方で、堆肥化施設の建設候補地として、本研究における


















 平成 29 年 5 月 23 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員
全員によって合格と判定された。 
 よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
